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重大事故対策 －自動化した常設設備ではなく可搬型設備を採用した理由－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第24回ワーキング
（2023.7.6）で議論

建屋の損壊箇所やがれきの堆積場所はあ
らかじめ特定できないため、柔軟に対応
できる手動の可搬型設備を用いているこ
と、また、可搬型設備は、自然災害で一
度に全て使えなくならないよう高台２か
所に分散して保管していることを確認。

放射性物質の拡散抑制対策として使用す
る放水砲やがれき撤去に使うホイール
ローダは、自然災害により壊れて使えな
くならないように建物内などに常設し、
かつ、操作を自動化すべきだと思うが、
なぜ可搬型設備を採用したのか。

○想定を超えた事象に対する可搬型設備による対応

可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による放射性物質の拡散抑制

• 放水砲による放射性物質拡散抑制では、可
搬型設備を用いることにより放水箇所や放
水のタイミングについて柔軟に対応する。

ホイールローダによる障害物撤去

• ホイールローダによるがれき撤去につい
ても同様に、がれきの発生箇所や形態を
あらかじめ特定するのは困難なため、手
動の可搬型設備を使用

• 放射性物質の拡散を効果的に抑制するため、
建屋の損壊箇所に向けて放水する必要があ
るが、自然災害等に対して建屋の損壊箇所
をあらかじめ特定することは困難

• 可搬型設備は、竜巻などにより同時に使
用できなくならないよう100m以上離し、
２か所に分散して保管

• 保管場所は津波の影響を受けない高台を
選定

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

